
文化振興計画（案）パブリックコメント　提出された意見等の概要及びこれに対する市の考え方 令和7年度第4回習志野市社会教育委員会議資料

社会教育課　報告(１)

１．結果の概要
◆実施期間：令和7年11月15日～12月15日

◆受付件数：合計 ２件（2名）

◆意見件数：   ５件

2.意見等の概要及びこれに対する市の考え方

1

第４章　施策と取り組み
方向性２文化をつなぐ～継承と育成～施
策１こどもや若い世代が文化と出会う
きっかけづくり
小施策１未就学のこどもたちが文化芸術
によって感性を育む機会の提供

P40

P40 方向性2 文化をつなぐ　継承と育成
施策1 こどもや若い世代が文化と出会うきっかけづくり
小施策(1) 未就学のこどもたちが文化芸術によって感性を育む機会の提供

「未就学のこどもたちの豊かな感性と創造性を育むため、こどもたちが文化芸術に
触れるアートスタートを実施する」となっています。具体的にはブックスタート事業の
推進が謳われていますが、昨今、良質な芸術文化体験も非認知能力を養うといわ
れています。プロによる人形劇鑑賞などもアートスタートとして予算を組み、取り組ん
でいただきたいと思います。

未就学のこどもたちが文化芸術に触れる機会は、豊かな感性や創造性だけで
なく、自己肯定感やコミュニケーション力などの非認知能力を育むうえでも有
効だと考えられています。
公民館では、地域で活動する人形劇サークル等と連携し、幼児向けの親子鑑
賞会を実施しております。これは、子どもたちが身近な文化芸術に触れる機会
の創出と、地域サークルの育成を図るものです。
今後もこうした取組を継続するとともに、プロの劇団による鑑賞機会の提供に
ついても事業内容や予算等を踏まえた上で、検討してまいります。

2

第４章　施策と取り組み
方向性２文化をつなぐ～継承と育成～施
策１こどもや若い世代が文化と出会う
きっかけづくり
小施策２教育における文化芸術活動の
推進

P42

小学校・中学校・高等学校・公民館等において、文化芸術鑑賞や体験…
と謳われています。
取り組み内容No.19では「音楽を鑑賞する機会を提供します」
とされていますが、舞台劇の観賞にも予算を組み取り組んでほしいです。
この心が成長する時期、生の舞台劇を観ることによって心を動かされる、他の人の
考え方を知り多様性を知る、など学ぶことは沢山あります。ぜひ、習志野市の全ての
こどもたちが、1年に一度でも良質な舞台劇に出会えることを願います。そのことが
芸術に触れる一歩となり、今後、豊かな人生を歩んでいくことにつながると思いま
す。

ご提案の舞台劇鑑賞につきましては、多様な価値観学び、心を豊かにする上
で有効な方策の一つと認識しております。今後とも、各学校の実態に応じた取
り組みを検討し、子どもたちに質の高い文化芸術体験の機会を提供できるよう
努力していきます。

3

第２章　習志野市の文化を取り巻く動向
３　習志野市の文化振興の現状と課題
（１）市民の文化芸術の鑑賞や活動につ
いて

P15～１７

広報誌に関して、新聞を取ってないご家庭も多いので、広く見ていただくためには毎
週配られる地域新聞と一緒に配布するなどの工夫が必要かと。箇所個所に置かれ
ているが、そこを利用している者にしかわからない。
　　あと、ＨＰがわかりづらすぎて、目的までたどり着かない。最初の画面をもっとわか
りやすくするべき。

新聞未購読世帯の中で広報紙を必要とする希望者へは、ポスティングサービ
スの対応を行っており、その割合は年々増加しています。また、インターネットを
使用した広報紙の閲覧には、市HPの他、公式LINE、スマートフォンアプリ「マ
チイロ」、多言語対応デジタルブックアプリ「カタログポケット」があり、パソコン
やスマートフォン・タブレット端末による利用者も増加傾向となっています。時代
の変化に対応し、紙媒体だけでなく様々な配布方法について今後も検討してま
いります。
市HPについては、必要な情報にスムーズにたどり着けるよう、次期リニューア
ルに向け検討していきます。

No. 項目名 頁 いただいたご意見の概要（整文のみ） いただいた意見に対する市の考え方
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社会教育課　報告(１)

No. 項目名 頁 いただいたご意見の概要（整文のみ） いただいた意見に対する市の考え方

4

第２章　習志野市の文化を取り巻く動向
３　習志野市の文化振興の現状と課題
（３）鑑賞・活動の場である主な施設等に
ついて

P20～２２

公民館の利用に関しては、団体登録が基本なので個人の自由度がない。
　　例えば、学生が定期試験や受験時期に勉強できるスペースを空いている部屋を
使って提供するなど、サークル関係者
　　以外の有効利用をもっと提供しないと利用しないと思う。
　　自由度のある集まれる場を作る。

図書館の利用に関しては、本のタイトル／種類・貸し出し状況・他図書館との連携な
どネット環境が必要。
　　漫画やアニメを取り入れて、まずは図書館を利用してもらう。(←すでにあったらご
めんなさい)

公民館は、社会教育法に基づき、原則として団体による学習活動や交流の場と
しての利用を前提としております。
一方で、近年はサークルや団体活動の少人数化が進むとともに、個人で学習
できるスペースとしての利用ニーズがあることについても承知しております。
今後は、公民館の稼働状況や施設運営への影響を踏まえながら、空き時間や
空きスペースの有効活用など、より多様な市民ニーズに対応した公民館の利
活用について検討してまいります。
また、図書館の所蔵資料について、本のタイトル等の書誌事項、所蔵館、貸出し
状況等はWebOPAC（インターネット上で図書館の蔵書情報を検索・閲覧でき
る目録）で公開され、図書館外でもパソコンやスマートフォン等から参照し、本
の予約をすることができます。
漫画については、中央図書館において選書基準に基づき収集・提供していま
す。

5 第３章　将来像と方向性 P30

　文化活動をする割合が低いのは、時間がないという理由以外として、サークルなど
の団体に所属しなければならないからだと思う。この「参加しなければならない」と
いう義務感が一番の原因だと思われる。
　　逆に、鑑賞する割合が高いのは、単発だからなのであって、文化活動ももっと気軽
に単発で参加できる機会を設ければ　　参加者も増える。
　　ただ、これを企画するには大変なので、そこはサークル団体に協力してもらう。
　　先生を探す手間や料金も省けるし、サークル側も知ってもらい、会員獲得のチャン
スにつながる。かも。。
　
　　文化活動ができる年代はどうしても決まってしまうので、全体というより活動しや
すい年代(子供(小学生まで)や　50代以降の中高年)を中心に、その年代に見合っ
たイベントを催していけばいいと思う。
　　毎月のイベント予定表を、広報誌と同じく地域新聞に折り込んで広く認知してもら
うようにすればいいのでは。
　　学校を通して配布されれば親子共に、より認知されるのでそれもありかと。

公民館では、単発で参加できる講座や体験型イベントを実施するとともに、
サークル・団体に公民館の講座やイベントで講師としてご協力いただく取組を
行っております。
また、（公財）習志野市文化スポーツ振興財団が子ども達を対象として音楽や
美術等の文化とスポーツを１日で体験出来る講座やスポーツのイベントを実
施しており、その際茶道を体験出来るコーナーを設ける等の取組も行っていま
す。
今後も、気軽に文化活動に参加できる機会の充実を図るとともに、様々な年代
の方のニーズに応じたイベントや講座を企画してまいります。併せて広報紙・市
ホームページ・市公式LINE等の活用するとともに自治体連絡機能により小中
学生の保護者への情報発信にも努めてまいります。
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子どもの読書活動推進計画（案）パブリックコメント　提出された意見等の概要及びこれに対する市の考え方 令和7年度第4回習志野市社会教育委員会議資料

社会教育課 報告(2)

１．結果の概要
◆実施期間：令和7年11月15日～12月15日

◆受付件数：合計 １ 件（ １名）

◆意見件数： １件

2.意見等の概要及びこれに対する市の考え方

1 全般 全般
子供の読書活動推進のボランティアをしている。小学校の図書室の本、教室の本の
充実を希望する。

児童生徒が読みたいときに読める環境づくりは大変重要であると捉えており、取組
事業No.36において、学級文庫の充実、また取組事業No.48において、学校図書
館の資料の充実をそれぞれ図ってまいります。

No. 項目名 頁 いただいたご意見の概要 いただいた意見に対する市の考え方

1/1



令和7年度第４回習志野市社会教育委員会議資料 

中央公民館 報告（3）  

指定管理者の指定について 

施設名 
習志野市実花公民館、習志野市袖ケ浦公民館、習志野市谷津公民館及

び習志野市新習志野公民館 

候補者名 株式会社オーエンス 

代表者名 代表取締役 大木 一雄 

所在地 東京都中央区銀座四丁目１２番１５号 

指定期間 令和 8年 4月 1日から令和 13年 3月 31日まで（5年間） 

公募・非公募 公募 

申請者数 1 者 

指
定
管
理
料
（
税
込
） 

 

募集要項 

提示上限 
682,975,000 円（5か年合計）（1会計年度 136,595,000 円） 

提案 

指定管理料 
676,750,000 円（5か年合計）（1会計年度 135,350,000 円） 

指定管理料上限

に対する割合 
99.1％ 

選定理由 

全国自治体の公民館やコミュニティセンター等の公共施設の維持管理を

指定管理者として行っており、その実績を活かした管理運営が期待できる。

また、提案内容は、充実した研修体制や豊富な施設管理のノウハウに基づく

安定した管理運営とともに、利用者からの意見や要望を積極的に取り入れ

た多彩な事業の実施等が掲げられ、本市が求める水準を十分に満たしてい

ると判断し、指定管理者の候補者として選定したものである。 

 

候補者の 

特出 

評価事由 

１．サークル数減少や高齢化などを課題ととらえ、「みんなの参観日」の全館

開催や「サークル立ち上げガイド」の作成など、サークル活動のPRや後継

者育成につながる提案があり、利用者拡大が期待できる点。 

２．青少年の居場所機能の充実を図る提案があり、利用の少ない若年層の

利用者拡大が期待できる点。 

３．主催事業において本市の課題を的確に捉え、仕様書にない新たな事業

提案も多数示されており、積極的な運営が期待できる点。 

４．各公民館の地域性を踏まえ、実情に応じた講座内容や地域人材の活用

が提案されており、地域に根差した運営が期待できる点。 

５．講座の開設数・実施回数の拡充が提案されており、利用促進や利用者満

足度の向上が期待できる点。 

６．従前の講座の領域にとらわれず複数領域の連携や大学等との協働など、

事業の発展に資する計画が示されている点。 

７．仕様書を上回る有資格者の配置が見込まれるとともに、職員研修や資格

取得支援など、人材育成に資する取組が示されている点。 

審査結果 ８０．１点（内訳）共通事項：40.5 点、個別事項：39.6 点 

今後の予定 
・管理運営に関する基本協定書の締結（令和 8年 2月） 

・指定管理者による業務開始（令和 8年 4月） 
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中央図書館 報告（4） 
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移動図書館の今後について 

 

1. 概略 

本市では、昭和 47（1972）年から、自宅の近くに市立図書館の無い市民に図書館サービスを

提供することを目的に移動図書館を設置し、巡回ステーション （令和 7 (2025) 年度現在 18 ス

テーション）で資料の貸出しを行ってきた。 

しかしながら、市立図書館の整備が進み、移動図書館の貸出冊数が減少するとともに、車

両の老朽化、運行経費の増加、酷暑への対策としての夏季期間の巡回中止等、さまざまな課

題が顕在化しており、移動図書館の継続によっても解決が困難と判断し、現在、移動図書館を

管理運営している指定管理者の指定期間が終了する令和8（2026）年度末をもって移動図書館

サービスを終了する。 

今後は、こどもの読書活動をさらに推進するための学校への配送業務、旧藤崎図書館跡施

設での予約資料の受取、身体障がい者・要介護認定者を対象とした宅配サービスの実施、社

会のデジタル化に対応した電子図書館の拡充など、新たな図書館サービスの実施に取り組む。 

 

2. 移動図書館業務の課題  

① 貸出冊数の減少 

移動図書館の小学校以外の巡回ステーションの貸出冊数は、昭和 51（1976）年度の最高時

に 98,280 冊あったが、令和 6年度には約 8,564 冊に減少している。 

 

【参考】 移動図書館貸出冊数の推移 

ST数貸出冊数 ST数貸出冊数 ST数貸出冊数

昭和47年度 6 4,265 0 6 4,265 87,791 移動図書館巡回開始

昭和51年度 20 98,280 0 20 98,280 235,850 移動図書館貸出冊数の最高年度

昭和57年度 23 52,441 0 23 52,441 303,787 東習志野図書館開館

平成4年度 17 29,574 0 17 29,574 385,995 新習志野図書館開館

平成5年度 15 22,647 0 15 22,647 500,255 藤崎図書館開館

平成8年度 16 19,029 0 16 19,029 650,305 谷津図書館開館

平成10年度 13 21,913 1 3,956 14 25,869 799,571 菊田分館廃止。小学校へST設置開始（鷺沼小）

平成11年度 15 19,302 3 8,183 18 27,485 829,488 袖ケ浦分館廃止

平成14年度 10 15,716 7 29,406 17 45,122 866,299 インターネットによる蔵書公開

平成18年度 11 11,228 7 20,481 18 31,709 970,431 移動図書館更新（小型化。積載数減）

令和元年度 9 6,411 7 17,201 16 23,612 963,473 中央図書館開館、コロナ発生、藤崎図書館閉館

令和4年度 9 9,555 8 15,727 17 25,282 1,140,842 電子図書館開始

令和6年度 10 8,564 8 12,008 18 20,572 1,080,968

年度
計（単位：冊） 市立図書館の主な出来事学校内のST学校以外のST

移動図書館の貸出冊数　　　　（ST:巡回ステーション） 市立図書館

総貸出冊数

（単位：冊）

 

裏面あり 
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② 車両の老朽化 

現在の移動図書館車両は平成 19（2007）年 2 月の運行開始から令和 8（2026）年 2 月で 19

年を迎えている。移動図書館車は専門の製造業者への注文生産のため、車両の設計、製造

に約 1年、製造費に約 2,000 万円を要する。 

 

③ 運行費の増加 

移動図書館の運転は準中型自動車免許を必要とするため、業務を受託している指定管理者

が運転業務のみバス運営会社に再委託しているが、運転手の賃金増のため委託費が急増

し、今後の増加も見込まれている。 

 

④ 夏季期間の酷暑対策による巡回日数の減少 

近年酷暑が続く中、利用者及び巡回従事職員の熱中症対策のため令和 7 年度は 7 月～8

月の 2 ケ月間巡回を中止、令和 8年度も中止する。 

  

3. 移動図書館終了後の新たな図書館サービス案 

① 学校への団体貸出資料の配送（新規事業） 

次期「子どもの読書活動推進計画」において、毎日通う学校にある学校図書室がもっと使わ

れるよう、学校図書館のさらなる活用や資料の充実が計画されていることから、市立図書館

でも、児童生徒が学校で利用できる図書の幅を広げ、また教員が図書の貸出返却のため、

市立図書館に来館することの負担軽減を図るため、団体貸出資料の学校への配送を行う。 

 

② 旧藤崎図書館跡施設での市立図書館予約資料の受取（新規事業） 

藤崎図書館の中央図書館への機能統合に伴い、移動図書館がかもめ公園（藤崎 6 丁目）と

藤崎小学校に巡回していたが、これらに替わるサービスとして、旧藤崎図書館跡施設が民間

事業者に利活用された場合、事業者と協議し、利用者が市立図書館で予約した資料を受け

取れるようにする。 

 

③ 貸出資料の宅配サービスの実施（新規事業） 

市立図書館への来館が困難な身体障害者手帳の交付者、要介護の認定者に図書館資料を

配送する。 

 

④ 電子図書館のタイトル数の充実 

移動図書館の代替機能としての役割をより果たせるよう、有料コンテンツ数を、移動図書館

の一般書の蔵書数と同程度の 2,000 タイトルを維持することを目指す（令和 6 年(2024)度末

1,327 タイトル）。 
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指定管理者制度の更新について（東習志野・新習志野・谷津図書館） 

 

東習志野図書館、新習志野図書館、谷津図書館の３図書館の管理は、指定管理者に一括し

て行わせているが、その指定管理期間が令和８年度末（令和９年３月３１日）をもって終了

することから、以下の選定方針により令和９年度からの指定管理者の更新を行う。 

 

１. 事業者選定の方針  

 ３図書館を一括して管理する事業者を公募により選定すること。 

ただし、移動図書館及び連絡車業務を除く。 

 指定管理期間は５年（令和９年４月１日～令和１４年３月３１日）とすること。 

 

 主な理由 

① 本市の図書館は、直営館である中央図書館を中心に、４つの図書館で一つの図書館

として、資料の分担収集、分担保存で蔵書コレクションを構築し、また、蔵書検索・

予約システム及び連絡車の毎日運行により蔵書数の規模に係わらない資料提供をし

ており、１事業者による管理で図書館間の連携がスムーズにできている。 

② １事業者による管理で、通常時及び緊急時の指示、命令系統が一本化できている。 

③ 事業者は３図書館を一括受託することで、管理経費の削減や柔軟な人員の配置がで

き、運営費の軽減を図ることができるため、市としては提案される指定管理料の縮

減が期待できる。 

④ 指定管理期間については、「公の施設における指定管理者制度の実施に関する指針」

では３年～５年を標準としているが、短期間であると受託準備に関する初期経費の

負担が大きくなり、また、スタッフも業務に習熟することが困難になるなどの課題

を考慮し、従来通り５年とする。 

 

なお、移動図書館の運行は車両の老朽化等のため令和８年度末をもって終了する。 

また、ブックポスト内の本の回収及び各館間の本等の配送を行う連絡車業務は新たな 

図書館サービスへの対応と経費縮減のため、新習志野図書館から中央図書館に移管する。 

 

 

２．スケジュールについて 

日程 会議等 内容 

令和 7 年度 

令和 8 年 

2 月 6 日（金） 
社会教育委員会議 

指定管理者の選定方針の報告 

2 月 12 日（木） 教育委員会会議 

令和 8 年度 

6 月 15 日（月） 募集要項・仕様書等の配付開始 広報習志野・ホームページに掲載 

裏面あり 
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日程 会議等 内容 

9 月中旬 生涯学習部 指定管理者制度 

検討委員会 

応募者面接 

9 月下旬 教育委員会 指定管理者候補者

選定委員会 

指定管理者候補者の審査 

10 月 28 日（水） 教育委員会会議 指定管理者候補者の議決・市長へ

の申し入れ 

11 月中旬 社会教育委員会議 指定管理者候補者決定の報告 

11 月 25 日（水） 市議会第 4回定例会 指定管理者の指定 

債務負担行為の設定 

令和 9 年 

1 月上旬 

基本協定書締結 締結後、引継ぎ開始 

1 月 27 日（水） 教育委員会会議 指定管理者指定の報告 

2 月～3 月 社会教育委員会議 指定管理者指定の報告 

令和 9 年度 

4 月 1 日（木） 年度協定書締結 指定管理業務開始 

 

３. 参考：過去の更新における事業者の応募状況について 

                            （単位：社） 

 平成 23年度実施 平成 28 年度実施 令和 3年度実施 

応募説明会 5 2 2 

応募者 4 2 1 

 

４. 参考：市立図書館への指定管理者制度導入経過 

年月日 内容 

平成 24 年 4月 1日 東習志野・新習志野・藤崎・谷津の管理に指定管理者制度を導入

（指定管理期間：平成 24 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日。指定

管理者：図書館流通センター） 

平成 29 年 4月 1日 指定管理者を更新（指定管理期間：平成 29 年 4 月 1 日～令和 4年

3 月 31 日。指定管理者：図書館流通センター） 

平成 30 年 4月 1日 移動図書館及び連絡車業務を指定管理業務に追加 

令和 2年 3月 31 日 藤崎図書館閉館（指定管理者業務終了） 

令和 4 年 4 月 1 日 指定管理者を更新（指定管理期間：令和 4年 4 月 1 日～令和 9年 3

月 31 日。指定管理者：図書館流通センター） 
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令和８年度 令和７年度 差引

要求額 予算額 （R８－R７）年度

1 10060102 社会教育委員費 293 309 △ 16 社会教育課 社会教育全般に関する計画の立案等に対し、審査、助言をいただく、社会教育委員の報酬・報償等の諸経費。
令和8年度は会議を3回開催予定。

2 10060103 社会教育総務事務費 811 869 △ 58 社会教育課 社会教育行政に係る総務的経費。

3 10060104 社会教育施設等運営費 4,771 4,700 71 社会教育課 秋津とんぼスペース等及びコミュニティルーム（秋津小）の管理運営にかかる諸経費。

4 10060105 生涯学習推進事業 1,393 1,465 △ 72 社会教育課 市全体で取り組む生涯学習活動を推進し、市民カレッジの実施を通じて生涯学習のまちづくりを目指す。
PTA連絡協議会に対して補助を行うことにより、生涯学習の推進を図る。

5 10060106
文化スポーツ振興財団運営費等
補助事業

91,106 95,536 △ 4,430 社会教育課
（生涯スポーツ課）

公益財団法人習志野市文化スポーツ振興財団に対して人件費の補助を行う。

6 10060201 文化財審議会費 101 84 17 社会教育課 文化財の保存･活用・調査等に係る事項に関して審議する文化財審議会委員の報酬及び旅費。

7 10060202 市史編さん委員会費 41 68 △ 27 社会教育課 市史編さん事業に係る事項に関して調査審議する市史編さん委員会委員の報酬及び旅費。

8 10060203 文化振興事務費 1,173 14,548 △ 13,375 社会教育課 文化振興事務等に係る一般事務経費。
習志野文化ホールで行っていた市民の文化芸術に触れる機会を提供する事業を引き続き市内の公共施設を活用して実施する。

9 10060204 旧大沢家住宅等維持管理費 3,797 3,796 1 社会教育課 千葉県指定有形文化財「旧大沢家住宅」及び旧木曽王滝森林鉄道車両の維持管理経費。

10 10060205 旧鴇田家住宅維持管理費 38,404 16,136 22,268 社会教育課 千葉県指定有形文化財「旧鴇田家住宅」の維持管理経費。
【新規】旧鴇田家住宅の茅葺屋根の改修工事（第1期）に係る経費（施工監理委託 1,716千円、工事28,908千円）を計上。

11 10060206 埋蔵文化財管理費 1,759 1,836 △ 77 社会教育課 埋蔵文化財保護業務（開発に伴う事前業務・発掘及び整理作業・文化財保存活用業務）に係る経費、埋蔵文化財調査室の維持管理に係る経費。

12 10060207 埋蔵文化財調査事業費 1,134 1,770 △ 636 社会教育課 埋蔵文化財保護を目的とした埋蔵文化財調査等に係る経費。

13 10060208 習志野市芸術文化協会活動助成費 4,532 3,817 715 社会教育課 習志野市芸術文化協会の活動（芸術祭、市民文化祭、市展、第九演奏会等）への助成を行い、芸術文化の充実・発展を図る。

14 10060209 市史調査事務費 150 1,537 △ 1,387 社会教育課 市史調査、市史関係資料の収集・保存、市史作成のための経費。

15 10060302 公民館運営審議会費 162 132 30 中央公民館 公民館における方針、事業、施設提供等の運営について調査、審議を行う公民館運営審議会に係る委員報酬。

16 10060303 公民館講座費 2,093 2,063 30 中央公民館 多様な学習と利用機会の提供を図ることを目的とした各種講座等の開催経費。

17 10060304 公民館管理運営費 173,262 151,724 21,538 中央公民館 公民館の運営・維持管理に伴う経費及び事務費。4公民館（実花・袖ケ浦・谷津・新習志野公民館）の指定管理に伴う指定管理料。

18 10060305 公民館施設整備事業 60,181 84,402 △ 24,221 中央公民館 公民館の施設整備・改修・修繕に係る経費。
【新規】新習志野公民館　キュービクル更新工事（56,903千円）他

19 10060402 図書館管理運営事業 145,824 145,616 208 中央図書館 図書館の管理運営・活動事業（中央図書館以外の3図書館指定管理料を含む）に係る経費。

20 10060403 図書館資料整備事業 26,274 27,241 △ 967 中央図書館
市民の自主的・自発的な学習活動を支援するため、図書館資料の収集・整備を行う。
【見直し】内容の古くなった図書の買い替え及び児童図書の蔵書の充実について、電子書籍のタイトル数の充実を優先するため縮小する（△879千
円）

21 10060404 電子図書館運営事業 1,496 748 748 中央図書館 指定管理者が行う電子図書館サービスにおいて、より新鮮で魅力的な電子書籍を提供するための商用電子書籍利用料。
【拡充】電子書籍のタイトル数の充実（200タイトル：748千円）

22 - 青少年問題協議会費 0 103 △ 103 社会教育課 令和8年度から、いじめ問題対策連絡協議会と統合するため、事業としては廃止。

23 10060501 青少年健全育成事業 3,275 3,310 △ 35 社会教育課

青少年にさまざまな体験活動の機会を提供することによって、青少年の健全な育成を推進すると共に、各団体との情報交換を図り、指導者の資質
向上を図ることを目的とする。
【新規】次世代の指導者を育成するため講習会を実施する。（426千円）
【縮減】習志野市子ども会育成会連絡協議会の解散に伴う補助金の廃止。（▲426千円）

令和８年度教育費予算（案）の概要（歳出）

ＮＯ.
款項目

事業番号
事業名 所属名 全体事業概要

1/2
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令和８年度 令和７年度 差引

要求額 予算額 （R８－R７）年度

令和８年度教育費予算（案）の概要（歳出）

ＮＯ.
款項目

事業番号
事業名 所属名 全体事業概要

24 10060502 二十歳の門出式事務費 6,500 6,142 358 社会教育課
二十歳の門出を祝うための事業。式典、祝う集いを開催する。
【新規】受付方法とプログラムの配布についてデジタル化を図る。（649千円）
【縮減】デジタル化に伴い、プログラム印刷部数の縮減（1,400部→100部）を図る。（▲186千円）

25 10060503 放課後子供教室事業 215,196 189,048 26,148 社会教育課

就学児童を対象に、放課後等の安全・安心な子どもの居場所づくりとして実施する「放課後子供教室」の運営経費及び開設準備経費。
令和7年度までの開設校　大久保東小学校・東習志野小学校・秋津小学校・袖ケ浦西小学校・袖ケ浦東小学校・藤崎小学校・屋敷小学校・実花小
学校・向山小学校・香澄小学校、鷺沼小学校、津田沼小学校、大久保小学校、谷津南小学校
【拡充】令和8年度実籾小学校に新規開設及び令和9年度に向けて谷津小学校への開設準備を行う。（16,485千円）
【新規】参加方法の利便性を図るため、参加カードのデジタル化を促進する。（実籾小学校・東習志野小学校・秋津小学校）（552千円）

26 10060504 地域学校協働活動推進員事務費 1,170 1,170 0 社会教育課 家庭・地域・学校が連携、協力しながら行う「地域とともにある学校づくり」を推進するため、各学校で実施される地域学校協働活動の支援を行う経
費。

27 10060505 青少年センター運営協議会費 90 73 17 青少年センター 青少年センターの運営について、指導・助言するための青少年センター運営協議会の委員報酬。

28 10060506 青少年センター運営費 574 575 △ 1 青少年センター
青少年の非行防止と健全育成のための「少年の日」ポスター展や健全育成標語展などの啓発活動、関係各機関との連絡・調整を図るための
経費。

29 10060507 青少年相談指導事業 3,308 3,308 0 青少年センター 青少年や保護者に対して、青少年補導委員等による街頭補導活動等を実施して青少年の健全育成を推進する。

30 10060702 青年の家管理運営費 15,913 15,901 12 富士吉田青年の家 富士吉田青年の家の運営・維持管理に伴う経費及び事務費等。

31 10060703 青年の家長寿命化改修事業 177,862 309,951 △ 132,089 富士吉田青年の家
令和7年度から8年度に富士吉田青年の家の長寿命化改修工事を実施する。
令和7年度は第1期工事を実施し、令和8年度に第2期工事161,513千円を予定。

32 10060801 生涯学習複合施設管理運営費 217,850 211,775 6,075 社会教育課 生涯学習複合施設の維持管理・運営及び施設整備費分割払いのサービス対価に係る経費等。
サービス対価の人件費分等の増額。

33 10070201 スポーツ推進審議会 220 180 40 生涯スポーツ課 スポーツ推進審議会を年3回開催することに伴う委員報酬及び費用弁償。

34 10070202 社会体育事務費 2,790 2,035 755 生涯スポーツ課
社会体育推進事業に係る事務費。
【新規】人工芝化リニューアルオープン記念事業(913千円)

35 10070203 スポーツ推進委員活動事業 2,657 2,524 133 生涯スポーツ課
スポーツ推進委員に係る報酬及び費用弁償。また、スポーツ活動を奨励するため、全市民を対象とした年間5回のスポーツ奨励大会の開催に係る
委託費。
※令和7年10月1日現在のスポーツ推進委員数：56人

36 10070204 市民スポーツ指導員活動事業 1,402 1,996 △ 594 生涯スポーツ課
地域スポーツ活動の推進を図るため、市内16地区で年間各2事業以上のスポーツ活動の実施を市民スポーツ指導員連絡協議会に委託する。
また、資質向上を図るため研修会を実施する。※令和7年10月1日現在の市民スポーツ指導員数：222人

37 10070205 学校体育施設開放事業 14,498 14,680 △ 182 生涯スポーツ課
市内16小学校の体育館・校庭を土曜日・日曜日・休日の午前午後を一般開放するとともに、土曜夜間の体育館開放を行う。
また、夏休み期間中に小学校のプール開放を行う。

38 10070206
習志野市スポーツ協会活動費
補助事業

9,656 9,656 0 生涯スポーツ課 習志野市スポーツ協会が主催する市民総合体育大会等の活動事業に対して補助を行う。

39 10070207 スポーツ活動奨励金交付事業 1,000 1,000 0 生涯スポーツ課 学校教育以外のスポーツ大会(世界・全国・関東)に千葉県の代表として出場する個人及び団体に対し奨励金を交付する。

40 10070208
【新規】
令和9年度全国高等学校総合体育大
会運営費

3,154 3,154 生涯スポーツ課
【新規】令和9年度全国高等学校総合体育大会（水球）南関東ブロックを市内国際総合水泳場（県）にて開催することから、習志野市実行委員会事
務局を設置及び実行委員会を設立し、PR活動や準備を進める。

41 10070301 体育施設管理運営費 189,326 188,455 871 生涯スポーツ課
スポーツ9施設及びその他3施設の管理運営等に係る経費。
3年毎に必要である特殊建築物の定期報告調査委託（建築物）（1,110千円）、袖ケ浦体育館冷暖房機保守点検フルメンテンテナンス業務委託（803
千円）、指定管理中間年度に実施する習志野市指定管理者労働条件審査業務委託（440千円）等を計上。

42 10070302 体育施設整備事業 51,240 532,366 △ 481,126 生涯スポーツ課
スポーツ施設の改修等に係る調査や整備に係る経費。
【新規】袖ケ浦体育館キュービクル改修工事　49,390千円 他

43 10070303
スポーツ施設予約システム
運営事業

2,988 1,275 1,713 生涯スポーツ課
自宅のパソコンや携帯電話でインターネットを介して施設の予約を行うことのできるシステム（千葉県電子自治体共同運営協議会参加団体が共同
利用する公共施設予約システム）の運用経費。
【拡充】令和8年度は、システム更新料に加え、秋津サッカー場の人工芝化による利用拡大に伴い運営費が増となる。

1,479,426 2,053,920 △ 574,494合　　　　　　　　計
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